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  2022年度 第21期 
第12回水俣学講義 

2022.12.15 
 

「私とユージン・スミスと水俣」【年譜】 
 

フリーランス・フォトグラファー 
石川武志  

 
 

最初に、なぜMINAMATA だったのか 
 

1970年 ユージン・スミスとアイリーンが通訳の仕事を通しニューヨークで出会う 
1970年 10月 元村和彦、ニューヨークにユージン・スミスを訪ねる 
1971年 8月16日 ユージンとアイリーン来日 
1971年 8月28日 入籍 
1971年 9月6日から15日まで「真実こそ我が友」開催 小田急百貨店 
1971年 9月9日から15日に塩田武史の案内で初めて水俣を訪問 
1971年 10月初旬 原宿の路上で石川武志と 

ユージン・スミス夫妻と出会う 
1971年 10月中旬 芝の東京プリンスホテルで 

ユージン・スミス夫妻の結婚披露宴に出席 
1971年 10月15日から25日まで２回目の水俣行き 

(寝台特急はやぶさ 16時45分発） 
    この時、東京駅に見送りに行く、その時「もし東京に帰ってきてお手伝いするこ

とがあればお電話ください」と言って別れる 
1971年 10月26日夕方、アイリーンから「東京に帰ってきたのだけど手伝ってほしいこと

があるから来てほしい」と電話がある 
1971年 11月12日 私の初めての水俣行き（はやぶさ） 
1971年 11月13日 チッソ島田社長水俣入り 
1971年 12月6日 東京本社前で座り込みが始まる 
1971年 12月24日頃 上村智子撮影 （上村智子15歳） 
1971年 12月末に患者さんたちの上京に合わせて東京に戻る 
1972年 正月 チッソ東京本社前に座り込みを撮影したり水俣の写真 

のプリントをする 
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1972年 1月7日 チッソ五井工場で暴行を受け負傷する 
1972年 1月28日から2月2日まで写真展「真実こそ我が友」 

大阪阿部野近鉄百貨店 
     この頃 「LIFE」に売り込みの手紙を書く 
     この頃 怪我の治療のためいろいろな病院に行く 
1972年 2月26日 田中実子撮影 
1972年 2月27日 大石環境長長官水俣入り 
         上村智子  田中実子 坂本しのぶなど撮影 
1972年 5月17日 ユージン水俣入り 
1972年 6月号で「LIFE」発売される 
1972年 6月22日から7月2日 「真実こそ我が友」巡回展  

松山 愛媛県立美術館 
1972年 6月23日 細川一博士（チッソ付属病院院長）夫人に会う 
1972年 6月26日 水俣で浜元さんのみかん畑などの撮影 

7月の松山での写真展を最後に「東京の家賃を自分が支払うか、別の部屋に引っ越
しをするか」を元村氏から求められる 

1972年 9月20日 アサヒカメラ10月号に発表 
    患者やの写真やボラ漁などを撮影 
    元村氏から強い言葉で立ち退きを迫られ、初めて新しい部屋を探す 
1972年 10月 東京板橋のアパートに引越し 
1072年 10月 11日から14日 熊本裁判所で結審 
1972年 11月 水俣や天草で撮影 
1972年 12月 水俣で住居とは別に寝室と私の住居のために一軒の民家を借りる  
           元大工の大家の溝口さんにも手伝ってもらい暗室を作る 

以後、連日写真展や写真集サイズのプリントをする 
1973年 3月20日 水俣病裁判 判決 
1973年 4月13日から18日 写真展「水俣 生 神聖と冒涜」 
1973年 ユージン怪我治療のため６月一回目の帰国、ラーリー医師に診てもらう 

シェリー・スーリス（２９歳）に会う 
またcamera35の編集長ジム・ヒューズに会い掲載を決めている 

1973年 8月30日から9月10日、「高崎すずらん」で「水俣 生 神聖と冒涜」の写真展 
1974年 1月1日  坂本しのぶ着物 
1974年 1月15日 田中実子成人式 
1974年 4月 ２回目の帰国 ラーリー・シラーに助けてもらっての帰国 
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    ポール・フスコが迎えに来る （4月9日号のニューヨークタイムスの記事） 
    アイリーンはカナダ水俣病の取材でカナダへ 

4月 Camera35が発売 後にこの作品でロバートキャパ賞を受賞 
    5月にNYで写真のコンベンションが開かれる 

アメリカでラーリー･シラーの会社（アルスコック）と写真集出版を決める 
総額が１０万ドル 前払いが３万ドル 出版販売がホルツ・ラインハート・ウエ
スティン社  
6月 ユージンとアイリーンがアメリカで合流して再来日 
7月 水俣港祭り撮影 

    10月5日から11日 水俣市公会堂で「水俣 生 神聖と冒涜」を開催 
    11月21日 水俣を片づけて東京に移動 
    11月24日 21：30JALでアメリカに帰国 翌年2月まで 

ロサンゼルスで写真集の執筆や編集作業 
1975年 ２月末にユージン・スミスNYに部屋を借りる 

３月に石川武志NY に渡米 
1975年 4月12日から6月1日 ICPで写真展「MINAMATA」を開催 
    ４月写真集「MINAMATA」を発売 
1977年 アリゾナ大学に新設されたCCPで教鞭をとる 
1978年 10月14日 脳出血で倒れ１５日死亡 
1980年 日本語版写真集「水俣」出版 三一書房から出版 
2021年 日本語改訂版「MINAMATA」クレヴィスから出版 
 
 
    


